
１　施設の概要

２　施設の利用状況

３　指定管理者の概要

人

事業の実施状況

・唐津の歴史文化企画展　菜畑遺跡の稲作で使われた農具の紹介
・菜畑ゼミナール（講座）　菜畑遺跡を中心とした弥生時代の学術的な専門講座
・古代人体験教室　勾玉作りや石包丁作りなど年間を通した体験学習
・稲作発祥祭（田植祭）　オカリナ演奏、田植祭式典、田植
・稲作発祥祭（収穫祭）　抜穂式、式典、豊年祝・伝統芸能

職員の配置状況

常勤
正規職員、フルタイム等

非常勤
嘱託・臨時職員、パート等

常勤の内訳

・学芸員
・事務員2 人 1

指定管理者の業務内容
・唐津市末盧館の利用の許可に関する業務
・唐津市末盧館の施設及び設備の維持管理に関する業務

1 日 ～ 平成 34 年指定期間 平成 29 年 4 月

指定管理者

名称 公益財団法人唐津市文化事業団

所在地 唐津市西城内6番33号

代表者 理事長　溝上　吉嗣

3 月 31 日

人 人 人 人

人
旅行業者、市外の博物館ボランティア団体
等団体客の増減に左右されているため、２
９年度はやや減少した。

事業参加者数 2,040 人 1,750 人 1,700 人 1,491 人
「田植祭」「収穫祭」での参加者の増減の
影響が大きく、平成２９年度はイベント時
に天候不良のため参加者が減少した

利用者数 3,163 人 3,377 人 3,191 人 3,021

午前9時～午後5時

説　明 平成 26 年度 平成 27 年度 利用状況の傾向と増減の要因年度 平成 28 年度 平成 29

開館日 308日 開館時間

施設名 唐津市末盧館 所在地 唐津市菜畑3359番地2

設置目的
国史跡菜畑遺跡を後世に伝えるとともに、本市及びその周辺から出土した資料の保存と活
用を図り、もって市民文化の向上に資するため唐津市末盧館を設置するもの。

指定管理者モニタリング評価シート

評価対象年度： 平成 29 年度

施設所管課　： 文化振興 課
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４　収支状況 単位：円

収支 -16,615 -257,294 240,679

利益配分額

うち自主事業に伴う
経費

1,275,838 1,305,815 -29,977

施設使用料 (h)

その他支出 (i) 1,123,332 892,997 230,335

事務費 276,129 151,436 124,693

その他 784,717 893,540 -108,823

事業費 (g) 1,275,838 1,305,815 -29,977

広告宣伝費

委託料（再委託） 3,248,322 3,114,887 133,435

保険料

施設管理費 (f) 6,921,032 6,324,125 596,907

光熱水費 1,493,143 1,275,422 217,721

修繕費 1,118,721 888,840 229,881

その他収入 (d) 1,123,332 892,997 230,335

支　出 (e)+(f)+(g)+(h)+(i) 16,636,711 15,778,864 857,847

人件費 (e) 7,316,509 7,255,927 60,582

事業収入 (c) 459,764 538,573 -78,809

－

事業収益 50,900 34,200 16,700

助成金 408,864 504,373 -95,509

その他

収　入 (a)+(b)+(c)+(d) 16,620,096 15,521,570 1,098,526

指定管理料 (a) 15,037,000 14,090,000 947,000

利用料金収入 (b)
　※利用料金制の場合のみ

平成29年度 平成28年度
増減額

決算額 決算額
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５　項目別評価

1 業務の履行状況

 (1) 運営業務（全般）

 (2) 維持管理業務

再委託先からの業務報告を受けるなど、履
行状況を適切に管理しているか。 適 適

B

清掃、警備、衛生管理その他施設管理に必
要な業務を適切に行っているか。 A B

①維持管理

省エネルギー、省資源など環境への配慮が
なされているか。 適 適

施設や設備、備品等の保守管理（点検や修
繕等）を適切に行っているか。 A

②再委託

再委託にあたり、事前に契約方法及び契約
事項を市に報告しているか。 適 適

⑥個人情報保護

個人情報保護に関する法令等を遵守してい
るか。 適 適

施設利用者等の個人情報の漏洩、滅失等の
事故防止策を講じているか。 適 適

適 適

③管理記録
業務日誌等を適切に記録し、保管している
か。 適 適

適

緊急時の連絡体制、マニュアルを整備し、
定期的に研修、訓練等を行っているか。 A A

⑤危機管理

基本協定に定めるリスク分担に従い、適切
な対応を行っているか。 適 適

緊急時に直ちに措置を講じ、市に報告を
行ったか。 適

④連絡調整

協定書等に定めた各種報告書を、期限内に
市に提出しているか。 適 適

市や関係団体等との連絡調整を適切に行っ
ているか。

従業員の資質向上のための指導、研修等を
適切に実施しているか。 A A

②人員体制

施設の管理運営に必要な資格、経験等を有
する人員が過不足なく配置されているか。 適 適

従業員の労働条件は適正であるか。 適 適

施設の利用者数、稼働率を適切に管理して
いるか。 適 適

①運営管理

条例、協定書等に従い、開館日、開館時間
等を遵守しているか。 適 適

使用料または利用料金の徴収、減免手続き
等を適切に行っているか。 適 適

評　価　項　目
自
己
評
価

市
の
評
価評 価 の 視 点
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2 サービスの質

 (1) 運営業務（利用者対応、情報発信等）

 (2) 事業実施状況

 (3) 地域貢献

3 継続性・安定性

 (1) 運営業務（経理事務、予算執行等）

 (2) 収支状況

※ 上記の評価項目、評価の視点は標準的なものであり、施設の特性に応じて調整（追加、削除）を行うこととする。

①経費縮減
施設の管理運営に係る経費が縮減されてい
るか。（経費削減に努めているか。） B C

③取引状況
取引先等の関係業者との関係は良好である
か。 適 適

③収支状況
収支予算書と比較して、収支状況は妥当で
あるか。（目標を達成しているか。） B B

②収入増加
収入増加のための取り組みがなされている
か。 A B

B

地元事業者からの物品調達など、地元を活
用した運営がなされているか。 A B

B

②予算執行
収支予算書の範囲内で適正に予算を執行し
ているか。 適 適

①経理事務
専用口座、帳簿等を備え、指定管理業務に
係る経理区分が明確に整理されているか。 適 不適

各種媒体を利用し、事業、イベントの開催
案内等の広報を適切に行っているか。 A B

B

④施設の
　利用状況

施設の利用者数、稼働率等に関する目標を
達成しているか。 A B

①地域貢献

地元雇用を積極的に行っているか。 適 適

地域の意向に沿った運営や、地域活動への
参加・協力を行っているか。

①事業実施状況

事業計画に定めた事業を適切に実施してい
るか。 適 適

施設の設置目的に沿った自主事業を実施
し、市民サービスの向上が図られたか。 A

⑤情報発信

利用者の利便性向上のため、ホームページ
等の更新、管理を適切に行っているか。 適 適

B

③利用者
　アンケート

適切な利用者アンケート調査を実施し、そ
の結果が良好であるか。 A B

利用者アンケートの結果に基づき、適切な
改善策を講じているか。 A

②苦情等対応

要望、苦情等を整理し、遅滞なく市に報告
しているか。 適 適

要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応
しているか。 A B

適

施設利用者への言葉使い、態度、服装等、
接遇が適切であるか。 適 適

①利用者対応

施設利用者に対して、設備、備品等を適切
に提供しているか。 適 適

施設の利用許可、案内等を迅速かつ適切に
対応しているか。 適
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６　総括評価及び総合評価

B

総
括
評
価

1 業務の履行状況 B 指定管理者の管理運営に対する評価・コメント

2 サービスの質 B
　サービスの質の向上や効率的な施設運営の趣旨を十分に理解し、安全
性の確保にも注意を払い、老朽化による補修、修繕を要する箇所の早期
発見に努めながら、大事に至らないうちに修理を行うなど、利用者が快
適に利用することができるように努めている。
　文化振興の拠点としての施設の設置目的を達成している。

3 継続性・安定性 B

総 合 評 価
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